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１． ブラジル・マクロ経済情勢 

（１）経済情勢等（９月発表の経済指標） 

（ア）中銀が週次で発表しているエコノミスト等への調査に基づく GDP成長率予測に関し，９月

22日時点では，2017年の GDP成長率は 0.68％で先週から上方修正，2018年の GDP成長率は 2.30％

とされた。また，2017 年のインフレ率見通しは 2.97％で５週連続の下方修正，2018 年のインフ

レ率見通しは 4.08％とされた。 

（イ）８月の拡大消費者物価指数（IPCA）は単月で 0.19％となり，前月の 0.24％から下落した。

また，過去 12 か月累計では 2.46％となり，政府のインフレ目標（4.5％±1.5％）の下限値を更

に下回る水準で推移している。 

（ウ）７月の鉱工業生産指数は，前年同月比＋2.5％で３か月連続でプラスを記録したほか，前月

比でも＋0.8％となり，２か月ぶりにプラスに転じた。 

（エ）８月の貿易収支は，輸出額は 194.75億ドル（前年同月比＋14.6％，前月比＋3.8％），輸入

額は 138.76億ドル（前年同月比＋8.0％，前月比＋11.3％）で，差引き 55.99億ドル（前年同月

比＋35.3％，前月比▲11.1％）となり，30か月連続で貿易黒字を記録した。 

（オ）７月の小売売上高は，前年同月比＋3.1％で４か月連続でプラスを記録した一方，前月比で

は±0.0％で横ばいとなった。 

（カ）全国の失業率（６～８月の移動平均）は 12.6％となり，前回の公表値（５～７月の移動平

均）から 0.2％下落して５か月連続で改善した。 

 

（２）経済政策等 

（ア）９月５日，連邦議会上院は，連邦政府のプライマリーバランス目標額について，これまで

の 2017年に▲1,390億レアル，2018年に▲1,290億レアルから，両年とも▲1,590億レアルに引

き下げる法案を可決した。また，同日、連邦議会上院は，2018年１月１日から国営の開発金融機

関である伯経済社会開発銀行（BNDES）の長期政策金利（TJLP）に代えて長期金利（TLP）を導入

する法案についても可決した。 

（イ）９月 12日，メイレレス財務大臣は，大統領府で開催されたセレモニーで講演し，政府は将

来的に更に高い成長率となる状況を構築すべく取り組んでおり，2018年には３％以上の経済成長

も可能だと語った。 

（ウ）９月 19日，国連総会出席のためニューヨークを訪問中のテメル大統領は，米国ビジネス界

との会合に出席し，連邦政府が実行する構造改革により外国人投資家の信頼は強化されていると

語った。 

 

（３）中銀の金融政策等 

（ア）９月６日，中銀の金融政策委員会（Copom）は，政策金利（Selic）を 1.00％引き下げて年

率 8.25％とする旨を全会一致で決定した。なお，政策金利の引下げの決定は８会合連続となった。 

（イ）９月 21日，中銀は，インフレ報告書（四半期に一度公表）を発表し，条件付インフレ率予

測について，2017年は 3.2％，2018年は 4.3％，2019年は 4.2％，2020年は 4.1％前後とされた。

また，GDP成長率予測については，2017年は 0.7％，2018年は 2.2％とされた。 
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（４）為替市場 

（ア）９月のドル・レアル為替相場は，１ドル＝3.0～3.1レアル台のレンジで安定的に推移した。 

（イ）月の前半は，財政関連法案の議会通過等が好感されて，一時１ドル＝3.0 台までレアルが

買われたものの，その後は米国の金利上昇や税制改革への期待感からドルが買われ，１ドル＝3.1

レアル台で小動きとなった。 

（ウ）月の後半は，しばらくは方向感なく推移したものの，月末にかけて北朝鮮情勢の緊迫化等

を受けたリスクセンチメントの悪化に加えて，米国の年内利上げ観測の高まりや税制改革への期

待感からドルがやや買われる流れとなった。月末は１ドル＝3.1625レアルで取引を終えた（前月

比 0.4％のドル高・レアル安）。 

 

（５）株式市場 

（ア）９月の伯の株式相場（Ibovespa指数）は，上旬から中旬にかけては予想比で強い経済指標

や内政動向が好感されて大きく上昇し，下旬はやや値を戻す展開となった。 

（イ）月の前半は，予想比で強い 2017年第２四半期の GDP成長率や財政関連法案の議会通過等が

好感されて上昇したほか，テメル大統領に対する起訴をめぐる動向が大統領側に有利な状況にな

ったとの見方が広がり，株価指数は金融危機前の 2008年５月に記録した過去最高値を更新し，15

日には 75,000ポイント台まで急上昇した。 

（ウ）月の後半は，株価指数は一時 76,000ポイント台まで続伸したものの，その後は米国の年内

利上げ観測の高まりや鉄鉱石価格の下落を受けてやや軟調に推移した。月末の株価指数は

74,293.51ポイントとなり，前月比＋4.9％の上昇となった。 

 

２．ブラジル政治情勢（９月の出来事） 

【内政】 

（１）テメル大統領に対する第二弾の起訴 

（ア）４日， ジャノー検事総長は緊急記者会見を開き，バチスタＪＢＳ社元社長との司法取引に

疑義が生じたため，取り消す可能性があると発表。 

（イ）11日，連邦警察は，テメル大統領，バジーリャ文官長，フランコ大統領府事務総局長官等

の政権中枢を占めるＰＭＤＢ幹部が，Ｊ＆Ｆ社等から不正利益を受領していたとする捜査報告書

を連邦最高裁に提出。 

（ウ）12 日，テメル大統領は，上記の連邦警察の動きを受けて，（連邦検察庁との司法取引に応

じたフナロ両替商やバチスタ元ＪＢＳ社社長を念頭に）「悪党どもが国から真実を奪っている，彼

らは免罪又は減刑を得るために伝聞に基づくフィクションを作り上げている」との反論声明を発

表。 

（エ）13日，連邦最高裁大法廷は，テメル大統領弁護団によるジャノー検事総長に対する忌避請

求を棄却。 

（オ）14日，連邦検察庁は，テメル大統領に対する二度目の起訴を決定。司法妨害容疑で，テメ

ル大統領，バチスタＪＢＳ社元社長，サウードＪＢＳ社幹部の３名を起訴した他，犯罪組織結社

容疑で，テメル大統領及びＰＭＤＢ幹部６名（パディーリャ文官長，フランコ大統領府事務総局

長官，クーニャ前下院議長，アルヴェス元下院議員，リマ元大統領府政府調整庁長官，ロウレス
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元大統領補佐官）を起訴。 

（カ）21日，連邦最高裁は，連邦検察庁によるテメル大統領に対する起訴状を下院に送付するこ

とを決定。 

（キ）26日，下院本会議で起訴状が読み上げられ，起訴審議プロセス開始。 

（ク）28日，下院憲法司法委員会パシェッコ委員長（ＰＭＤＢ）は，起訴に関する報告者として

アンドラーダ下院議員（ＰＳＤＢ）を指名。 

 

（２）ラヴァ・ジャット捜査関係 

（ア）５日，連邦検察庁は，ＰＴが組織的に不正資金を受領していたとして，同党所属のルーラ

元大統領，ルセーフ前大統領，パロッシ元文官長，マンテガ元財相，ベルナルド元企画予算相，

ホフマン元文官長（現上院議員），シルヴァ元社会広報庁長官，ネト元会計局長に対する起訴状（収

賄・犯罪組織結社容疑）を連邦最高裁に提出。ルセーフ前大統領に対する訴追は初。 

（イ）12日，連邦最高裁は，テメル大統領の新たな疑惑（港湾・港湾施設のコンセッション契約

に関する便宜を図り，サントス港を活動拠点とするロドリマール社から見返りを受領）に関する

連邦検察庁の捜査請求を許可。 

（ウ）14日， 連邦警察は，マッジ農務大臣の自宅を家宅捜査。 

（エ）18日，ジャノー検事総長が退任し、ラケル・ドッジ検事総長が就任（初の女性検事総長）。 

（オ）26日，連邦最高裁小法廷は，連邦検察庁の要請を受け，アエシオ・ネーヴェスＰＳＤＢ党

首の上院議員資格停止を決定（上院は強く反発）。 

 

（３）その他 

28日，調査機関ＩＢＯＰＥ社がテメル政権支持率にかかる世論調査結果を発表。政権支持率は

３％，不支持率は 77％となり，同社が調査して以来の最低値を更新。 

 

【外政】 

（１）テメル大統領訪中 

 １日，テメル大統領は国賓として訪中。北京では，習近平国家主席，李国強首相，兪正声中国

人民政治協商会議全国委員会主席等と会談。両国は，二国間の観光及び商用ビザの簡素化のため

の協定，二国間の映画共同作成のためのパートナーシップ協定，電子通商に関する覚書に署名。

民間部門の協定として，ベロモンテ水力発電所の第二段階のライセンス許可，ブラジルサッカー

連盟（ＣＢＦ）と中国サッカー協会（ＣＦＡ）間のサッカー協力に関する覚書等が署名。計 14

の協定が署名された。 

２日，テメル大統領は，伯輸出庁（ＡＰＥＸ）が主宰する「伯中企業セミナー」の閉会式に出

席し，中国人企業家に対し伯の改革アジェンダ及び投資機会について紹介を行った。 

９月３日～５日，テメル大統領は中国・厦門で開催された第９回ＢＲＩＣＳ首脳会合に出席。

ＢＲＩＣＳ首脳は，平和・安全，国際組織犯罪，経済，貿易，金融，気候変動，社会開発等の主

要な国際アジェンダについても協議し，厦門宣言に加え，関税，金融，インフラに関する協力協

定に署名。 
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（２）北朝鮮による核実験・ミサイル発射に係る伯政府非難声明 

（ア）３日，伯外務省は，北朝鮮による核実験を強く非難する声明を発出。水素爆弾爆発を含む

とされる軍事的演習は，同地域の安全保障の不安定化を招く受け入れ難い行為と非難すると共に，

北朝鮮政府が安保理決議を完全に遵守することを要求。 

（イ）15日，伯外務省は，日本北部（北海道）の上空を通過した，北朝鮮による弾道ミサイルの

発射に対し，最大限非難する旨の声明を発出。 

 

（３）ヌネス外務大臣の東南アジア訪問 

９月５～12日，ヌネス外務大臣はマレーシア，シンガポール，ベトナムを訪問し，各国外務大

臣等と会談。伯外務省声明によれば，メルコスールＡＳＥＡＮ関係促進，政治・経済面での多国

間交渉に関する情報交換等の地域・多国間の主要課題について協議。 

 

（４）ベネズエラ情勢に係るトランプ米国大統領主催夕食会へのテメル大統領出席 

18日，テメル大統領はトランプ米国大統領の招きを受け，ＮＹにてコロンビア，ペルー大統領，

亜副大統領と共に夕食会に出席。伯大統領府発表によれば，首脳達は危機の出口は対話によらね

ばならないことで一致した模様。トランプ大統領は，ベネズエラ政府が仮に現在の道を追求する

のであれば，マドゥーロ政権に対し，新たな措置が取られる可能性を示唆したとされる。 

 

（５）ブラジルによる核兵器禁止条約の署名 

20日，テメル大統領は国連総会における核兵器禁止条約ハイレベル式典にて同条約に署名。翌

日，ヌネス外務大臣は国内紙に南ア，オーストリア，アイルランド，墨，ナイジェリアとの共同

寄稿を行い，国際社会に対し，かかる人類の生存に不可欠な取組に加わるよう呼びかけを行った。 

 

（６）メルコスール・ＡＳＥＡＮ閣僚会合へのヌネス外相の出席 

22日，ＮＹでの国連総会のマージンにおいて，第二回メルコスール・ＡＳＥＡＮ閣僚会合が開

催され，ヌネス外相が出席。会合後の共同声明では，両地域間の貿易，投資，経済分野をはじめ

とする紐帯の一層の強化する方法を模索する重要性等が確認された。 

 

３．トピックス 

（１）岡本外務大臣政務官のブラジリア訪問 

  ８月 30～31日，岡本三成外務大臣政務官は，政務官として最初の外国訪問としてブラジル（ブ

ラジリア）を訪問し，「第１回日伯インフラ協力会合」に出席した他，ブラジル政府関係者及び連

邦議会議員等と意見交換を行いました。  

 

（ア）フルラン下院外交国防委員長，日系議員との会談 

  岡本大臣政務官は，連邦下院議会内で，フルラン下院外交国防委員長及び日系議員（ニシモリ

伯日議連会長，タカヤマ伯日議員戦線会長（下院議員），イイホシ下院議員，オオタ下院議員）と

会談し，議員交流，経済交流，文化交流等の二国間関係及び地域情勢等について意見交換を行い

ました。 
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（イ）日伯インフラ協力会合への出席 

  岡本大臣政務官は，ブラジル外務省イタマラチ宮において開催された第 1回日伯インフラ協力

会合に出席し，オープニングにおいて日本側を代表し，挨拶を行いました。岡本大臣政務官から

は，新たな日伯間の協議の枠組みである本件会合を活用し，両国の経済関係を一層緊密にしたい

旨表明すると共に，ブラジルにおける「質の高いインフラ」の更なる展開に向けた忌憚のない議

論，意見交換への期待が寄せられました。 

  （注）本会合は，昨年 10月のテメル大統領訪日時，二国間で署名された「インフラ協力覚書」

を受け，開催が決まったもので，日伯双方の関心の確認，情報交換などを通じ，日本の「質の高

いインフラ投資」をブラジルで進めるための環境整備等を目的とするものです。 

（ウ）ガルヴァオン外務大臣代行との会談 

  岡本大臣政務官は，ブラジル外務省において，ガルヴァオン外務大臣代行と会談し，二国間関

係及び地域情勢等について意見交換し，日伯戦略的グローバル・パートナーシップの推進に向け

た協力を再確認しました。 

（エ）日系社会代表者との懇談 

 岡本大臣政務官は，在ブラジル日本大使公邸において，ブラジリアに所在する日系社会代表者

と懇談を行いました。岡本大臣政務官からは，首都ブラジリアの建設，発展に向けた日系社会の

方々の御尽力に心から敬意を表すると共に，来年の移住 110周年が，若い世代の日系人を含む多

くの人の参画を得て，日伯関係の一層の増進を図る機会となることを期待する旨述べました。 

 

（２）第 20回日本ブラジル経済合同委員会の開催 

８月 28-29日、クリチバ市において、第 20回日本ブラジル経済合同委員会が開催されました。 

日本ブラジル経済合同委員会は、日本側は経団連、ブラジル側はブラジル全国工業連盟（ＣＮ

Ｉ）が中心となって、両国の民間企業代表が一堂に会して討議する場です。1975年に始まり、本

年で第 20回目となり、およそ 300名、うち日本側から 120名の出席者を得て開催されました。 

  本年の経済合同委員会では、日ブラジル経済の現状と展望、貿易及び投資、ビジネス環境整備・

今後のビジネス機会、産業戦略・政策、農業・インフラ整備、天然資源・エネルギーなど、幅広

い分野について活発な意見交換が行われました。 

  日本国大使館からは山田大使が出席し、経済合同委員会開催に祝意を寄せると共に日系企業支

援に引き続き取り組んで行くという安倍総理大臣のメッセージを代読しました。また、山田大使

は、閉会の挨拶において、日伯関係の活発な交流を喜ばしいとしつつ、ブラジルにおいて日本企

業がかかわるプロジェクトに両国関係者が知恵を出し合うべき事態が起きているとした上で、ブ

ラジル政府が進める諸改革に言及、日本企業は短期的ではなく中長期的な視野でブラジルと共に

発展しようという動きがある旨を述べました。 

 

（３）日・ブラジル税関相互支援協定の署名 

９月 14日，「税関に係る事項における相互行政支援及び協力に関する日本政府とブラジル連邦

共和国政府との間の協定」（日・ブラジル税関相互支援協定）の署名が，ブラジリアにおいて，山

田彰駐ブラジル大使とジョルジ・ハシジ・ブラジル連邦歳入庁長官（Mr. Jorge Rachid, Secretary 

of the Federal Revenue of Brazil）との間で行われました。 
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この協定は，双方の税関当局が，それぞれの関税法令を適正に執行し，税関手続の簡素化・調

和を含む貿易円滑化措置及び効果的な水際取締りを実現する観点から，不正薬物の密輸情報の交

換を含む相互支援等を行うための法的な枠組みを提供するものです。 

この協定は，署名後，両国において必要な国内手続を経て，その完了を外交上の経路を通じて

書面により相互に通告した日の後 90日目の日に効力を生ずることとなります。 

 

（４）日ブラジル外相会談 

 ９月 20日，国連総会出席のためニューヨークを訪問中の河野太郎外務大臣は，ヌネス外務大臣

との間で日・ブラジル外相会談を行いました。 

 河野大臣から，ブラジルは，民主主義，法の支配といった基本的価値を共有する大切なパート

ナーであり，国連改革等，グローバルなレベルで緊密な協力を深めていきたいと述べました。ま

た,本年４月のジャパンハウス サンパウロの開館式へのヌネス大臣の出席につき謝意を述べまし

た。 

 ヌネス外務大臣から，来年は日本人のブラジル移住 110周年であり，この機会に両国関係をこ

れまで以上に強化したいと述べました。 

 河野大臣から，北朝鮮は国際社会に対する脅威であり，国際社会全体で従来にない新たな段階

の圧力をかけていく必要性について説明し，ブラジルの理解と協力を求めました。 

 両大臣は，今後緊密に連携していくことで一致しました  

 

 

 

（５）和食のワークショップ及び和食紹介イベントの開催 

在リオデジャネイロ日本国総領事館は、9月 14日に NGO「ガストロモチーバ」（注）との共催に

より、リオデジャネイロ市ラパ地区にある「レフェットリオ・ガストロモチーバ」にて、「日本食

普及の親善大使」である小池信也氏及び著名パティシエのクリスチーナ・エグチ氏による和食の

ワークショップ及び和食紹介イベントを開催しました。 

和食のワークショップでは、同 NGOの活動にボランティアとして参加している UNISUAM大学調

理学科の学生に対し、小池シェフが「うまみ」に関する講演を行いました。 

和食紹介のイベントでは、路上生活者や失業者等を招待客として、小池シェフが前菜とメイン

プレート、エグチ・パティシエがデザートを調理し、星野総領事の他、当地の日系団体及び日本

人ボランティアが料理を提供しました。  

多くの招待客にとって本格的な和食を口にするのは初めてであり、一味異なる和食紹介イベン

写真提供：ブラジル外務省 
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トとなりました。 

 

（注）「ガストロモチーバ」は、「レフェットリオ・ガストロモチーバ（Refettorio Gastromotiva）」

というリオデジャネイロ市ラパ地区にあるレストランに、路上生活者や失業者といった社会的弱

者を招待客として招き、著名なシェフ達がスーパー等の廃棄前の食材を活用して夕食を提供する

ものです。 

リオ・オリンピックの際は選手村での提供に適さない食材を再利用することで話題になりまし

たが、オリンピック後の現在も毎週月曜日から金曜日に招待客に夕食を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）堀越・ラナリー協定 60 周年記念式典 

８月 11日にミナスジェライス州イパチンガ市で堀越・ラナリー協定の 60周年を記念する式典

が開催され、在リオデジャネイロ日本国総領事館から星野総領事が出席しました。 

同協定は、1957年に当時の経団連事務局長の堀越氏と伯側代表のラナリー氏（後のウジミナス

初代社長）との間で調印されたもので、日伯共同のナショナルプロジェクトとして発足したウジ

ミナス社の設立に関する基本原則です。 

【メイン】余り野菜入り菜飯おにぎり、豆腐と野

菜のけんちん蒸しハンバーグ風 

【デザート】オレンジとパッションフ

ルーツのシャーベット 

ワークショップの様子 

招待客の反応 

小池シェフ（中央右）とエグチ・パティシエ（中央左） 

【前菜】賽の目焼き野菜とそばの胡麻風味サラダ仕

立て 
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同式典には、ジョアン・レイチ・ミナスジェライス州議会議員、ジエスス・ナシメント・イパ

チンガ市副市長(キンタオン・イパチンガ市長代理)、ルイス・マルシオ・ウジミナス社人事担当

役員、江川・新日鐵住金常務及びウジミナス社の発展を支えた OB・OGを中心に 1000人以上の方々

が参加されました。 

星野総領事からは、これまでウジミナス社の発展に携わってきた方々の貢献を讃えるとともに、

ウジミナス社の発展は日伯の協力関係の歴史でもあることに言及し、今後もウジミナス社の発展

と共に日伯間の協力関係が更に深化することを期待する旨のスピーチを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．大使館からのお知らせ 

（１）文化イベント 

2017年ブラジリア日本映画祭（ブラジリア） 

日時：10月４日（水）〜12日（木） 

場所：Cine Brasília 

内容：2017年のブラジリア映画祭では現代映画と新海誠監督のアニメを上映。 

 

折り紙展（リオデジャネイロ） 

日時：10月４日（水）～27日（金） 

場所：リオデジャネイロ日本国総領事館 広報文化センター 

内容：当館と折り紙サークルの共催にて行う折り紙展。折り紙で作られた様々な作品を展示。 

 

日本食レクデモ（ベレン） 

日時：10月 17日（火） 

場所：アマゾニア日伯協会 

内容：日本食の講演会及びデモンストレーションを実施し、日本食のＰＲを行い、日本文化の理

解促進を図る。 

 

国際交流基金巡回展「東北－風土・人・くらし」（レシフェ） 

日時：10月 20日（金）～11月 12日（日） 

場所：トヘ・マラコフ文化センター 

内容：著名な日本人写真家による 2011年の東日本大震災までの東北地方の写真を通して、東北の

風土、人、くらしに対する理解を深めて貰う。 

式典のステージ 式典の聴衆 
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日本月間（レシフェ） 

日時：10月 20日（金）～11月 12日（日） 

場所：トヘ・マラコフ文化センター 

内容：20日のオープニングでは、詩吟、詩の朗読が行われる他、期間中は、国際交流基金巡回展

「東北」にタイアップさせ、東北地方の伝統郷土玩具等の展示、ジャパンビデオトピックスの上

映を行う。毎週土曜には日本語、折紙、剣玉等郷土玩具についてのワークショップが予定されて

いる。 

 

日本映画上映（レシフェ） 

日時：10月 20日（金）～22日（日） 

場所：レシフェ市 カイシャ・クルトゥラル  

内容：国際交流基金の海外巡回上映。 問題を抱えた人々の日常をコミックなタッチで描いた映

画４作品のほかＢ級特撮の傑作１本を上映する。 

 

日本文化週間（クリチバ） 

日時：10月 21日（土）～22日（日） 

場所：クリチバ市営市場 

内容：クリチバ市営市場において、生け花三流派の生け花展示会及び和食講習会を実施し、日本

文化を紹介する。 

 

第２３回全伯日本語スピーチコンテスト（サンパウロ） 

日時：10月 22日（日） 

場所：ジャパンハウス セミナールーム 

内容：ブラジル各地で実施された日本語スピーチコンテストで優秀な成績を修めた者をサンパウ

ロに招へいし、日本語スピーチコンテストの全国大会を実施する。 

 

国際交流基金巡回映画祭－コメディー（クリチバ） 

日時：10月 31日（火）～11月 3日（金） 

場所：クリチバ市シネマテカ 

内容：クリチバ市において日本映画７作品を上映する。 

 

（２）外務省 海外安全ホームページ 

 各国の危険情報や安全対策など、海外赴任、出張及び旅行をする際の留意点が掲載されている。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

（３）ブラジル渡航情報 

（ア）危険情報 

５月９日付で内容を改訂したので御確認いただきたい。以下の地域が「レベル１：十分注

意してください。」となっているので、詳細をホームページで確認いただきたい。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/
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・ブラジリア連邦区（継続） 

・サンパウロ州大サンパウロ圏及びカンピーナス市（継続） 

・リオデジャネイロ州大リオ圏（継続） 

・アマゾナス州大マナウス圏（継続） 

・パラー州大ベレン圏（継続） 

・ペルナンブコ州大レシフェ圏（継続） 

・バイア州大サルバドール圏（継続） 

・エスピリトサント州大ビトリア圏（継続） 

・パラナ州大クリチバ圏（継続） 

・リオ・グランデ・ド・スル州ポルトアレグレ市（継続） 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html 

（イ）安全対策基礎データ 

主要各州、都市毎の犯罪発生状況、防犯対策及び滞在時の留意事項等に加え、査証、出入

国審査や大使館、総領事館の緊急連絡先が掲載されている。 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259 

（ウ）テロ・誘拐情勢 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259 

 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259

